
学 校 評 価 報 告 

2025年度（令和 7年度）における「学校評価」の実勢内容を以下のとおり報告いたします。 

2025年度（令和7年度） 自己評価・学校関係者評価報告書 

 学校法人ひこばえ学園 ひこばえ幼稚園 

１．本園の教育目標 

本園はキリスト教精神に基づき、人間性豊かな情操と社会性をそなえた、きよらかで剛健な人格を築くために、学

校教育法の定めるところに従って、幼児に望ましい環境を設置し、基礎的な教育を行います。 

２．本年度、重点的に取り組む目標・計画 

・定期的に園内研修を開催し、環境構成や教材についての研究を行い、保育について語りあいながら、意見

を交わし、情報を共有し、保育の質の向上に努める。 

・縦割りの活動と学年別の活動のカリキュラムを再考し、子どもたちが探求しながら、十分に心と身体を動

かして、過ごせるように環境を整える。 

・危機管理マニュアルを見直し、防災、安全、衛生についての意識を高め、強化していく。 

・ひこばえ幼稚園の良さを担保しつつ、少子化や共働き世帯が増えた現代社会のニーズに合った新たな取り

組みを模索していく。 

・カリキュラムの中に「科学あそび」を取り入れ、子どもたちの科学への探求心を育てたい。 

３．評価項目の達成及び取組み状況 （A=達成できた B=課題が残った C=達成できなかった） 

評 価 項 目 評価 達成及び取組み状況 

保育者同士協力・連携 

 A 
・助手とは保育後は預かり保育のサポートがあり、話す時間が持ちにくいので、必

要に応じて、各々の方法で情報交換し、職員間で共有したことを伝えることができ

たが、満３歳クラスは助手の人数が多く、曜日によって保育に入る人が変わるた

め、共有の難しさがあった。業務ボードなどの活用を検討。 

・気づいたことや課題を気軽にでき、意見を交換する雰囲気や時間づくりは出来

たが、各学年のカリキュラムの立案を計画的に行えるといい。 

主体的な活動と探求を

深める環境構成 

 

A 
・園庭改革をテーマに園内研修を定期的にもち、テーマを持って学びあい、保育

観や子ども観を共有しながら、教材研究、玩具や道具について、環境構成につい

て、再考し、保育実践につなげていくことができた。他園見学に行けたこともよか

った。 

・子どもの発達に合わせて園庭や保育室の環境を工夫することができた。 

・科学あそび、木育、わらべうたなど多岐にわたり講師を招いて、ワークショップな

どを開き、どの学年も遊び深めることができ、またそれぞれの学びがつながり、子

どもたち自身で発展させていく姿があった。・ 



防災、安全、衛生管理に

ついての取り組み B 
・危機管理マニュアルを専門家のアドバイスをうけ改定し、研修受け、訓練の方法

を見直し、非常時への備えを強化することができた。 

・園内の点検を強化して行い、子どもたちが安心、安全に生活ができる場になって

いるか見直すことができた。（防災用品など新たに購入） 

・調理活動の衛生管理を見直したが、さらに検討が必要。 

 

４．総合的な評価結果   

評価 理   由 

Ａ 
・保育者同士の協力、連携については情報共有の方法や時間帯についてはいくつか課題はあるが概ね

達成できた。 

園庭をテーマに講師によるワークショップや園内研修、また他園見学を行ったことで、保育観を共有

しながら、学びを深め、保育実践につなげることができた。また、科学、木育、わらべうた遊びなど

多岐にわたり専門家によるワークショップや園内研修を通して学年ごとに活動を展開でき、また縦割

り保育の中で伝えあったり、体験をもとに遊びを深めていく姿があった。 

・防災については防災用品や各保育室の安全の点検を細かく行い、整えることができた。また訓練も

さまざまはパターンを想定して実施し、その都度振り返りを行い、意識を高めながら強化に努めるこ

とができた。調理活動において、衛生面をどこまで徹底するかは課題として残った。衛生面を徹底す

ることにより、子どもたちの活動が制限されてしまうことも考えられるので、計画的に活動を立案し、

子ども自身が衛生について意識していけるように、満 3歳から少しずつ食育の活動を入れていけると

よい。 

 

５．今後取り組むべき課題 

課   題 具体的な取組み方法 

子どもの姿からなる保育計

画の立案と確認 

・子ども声を聴き、姿から立案すると計画が後手になってしまい、学年やクラスとの連携が

難しくなることもあるので、学年での活動や行事の内容は確認を早めに行いながら、計画

をたて、子どもの姿に合わせながら、臨機応変に計画を再考しながら進めていく。 

主体的な活動と探求を深

める環境構成と教材研究 

 

・ひきつづき、園庭での遊びについて園内研修やワークショップを行い、子どもが主体的に

活動できる環境を考えていく。「砂・土」をテーマとした探究活動や画材や制作の教材研

究、子どもたちの音楽表現の活動が深まるような取り組みを考えていく。 

食育活動における衛生管理

についての取り組みと安全

管理の強化 

・満 3 歳からの食育活動を計画的に取り入れ、調理活動を行うと同時に子ども自らも衛生

管理への意識がつくように促していく。 

・園庭周りの安全管理（フェンスを高くするなど）を強化する。 

 



６．学校関係者の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもたちの実にのびのびと園庭で過ごしている姿を拝見いたしました。大きな声で話しながら、仲良く行動している姿

に幼児であっても自分の力で考えて生きているなあとうれしく思いました。さすがひこばえの皆さまの御尽力と感服してい

ます。子どものころに受けた教育は何事にも代えがたい身につくものと信じておりますので、このひこばえの教育が永く続

きますように願っています。 

・ECEQ に関して 

 学校の公開研究授業や学校公開研修よりいい方法のように思います。研究授業や学校公開は、参加者の感覚や考え方が中

心になってしまいます。その点、ECEQ は園からの「問い」を出すことと、参加者は ECEQ の理解者で園の「問い」を基に見

てくれるということで、いい研修方法だと思います。 

 心配な点として、学校公開研修では、私の経験では１年半以上の準備期間が必要でした。 

また、担当者は、その準備に掛かりっきりになってしまいました。園長先生や副園長先生が 

担当することになると思われますが、通常の保育業務をおこないながらの仕事になるので、 

ご負担が過度にならないかと危惧しています。 

・保育計画の中の「テーマ」に関して 

 「テーマ」がはっきり決まっているのはいいことだと思います。2026 年度の計画では「 

砂と土」や「食育」や「音楽活動」、以前では「科学あそび」が、テーマや重点的に取り組 

む活動に上がっていました。小学校でも、幼稚園の活動に近い「生活」の授業では、活動の柱や授業の中心課題をはっきり

させるようにしています。「生活」の授業は、児童の主体性からの活動や、児童中心で授業の構成を進めます。小学校の「生

活」も、幼稚園の保育も、児童や園児の生活の丸ごとを扱うことになります。活動が多岐にわたるからこそ、柱になるテー

マ設定の価値は高いと思います。 

・食育の衛生管理に関して 

 食材を扱うからには、衛生管理は切り離せません。大切な課題だと思います。衛生管理を考える視点の一つとして、「食品

衛生責任者」の資格があります。栄養士や調理師のいない飲食店や食材販売店には必須の資格です。店舗向けの資格ですか

ら、幼稚園や学校に必要なものではありません。しかし、この資格を取ることによって、衛生管理についての専門的な知識

を得ることができます。東京都の私立小学校の生活研究部会では、「生活」は食材を扱う機会が多い教科でもあることから、

この資格を取ることを勧めてきました。特に、給食のない学校では栄養士がいないため、衛生管理が徹底できない恐れがあ

るからです。 

・安全管理に関して 

 すでにおこなっている防犯訓練を基に、安全管理の強化もそこから進められるように思います。警察の協力を求める、警

察を利用する、そんなことができるといいのですが。小学校では、警察署の「スクールサポーター」に定期的に来てもらい、

児童の非行対策だけでなく、校内や周辺の防犯についての意見交換もおこなっています。幼稚園がスクールサポーターの対

象になっているのかは分かりませんが、助けてくれるのではないでしょうか。「安心・安全」という言葉をよく聞きます。「安

心」はとても主観的な感覚ですので、全員に安心してもらうのは難しいかもしれません。それに対して、「安全」はある基準

のもとでは客観的に理解することができます。その基準の一つが警察のはずです。言葉は悪いですが、警察をうまく利用す

ることができたらいいですね。 

・先生方が各々真摯に子どもたちに向き合い、子どもたちの心、また保育者同士の関わりを大切にしながら進んでいこうと

しているその姿勢が、結果的に保育の質の向上につながっているように思います。またその保育者としての心持ちを教職員

の皆さんで共有できているのがひこばえの変わらぬ資産だと思います。その根底がキリスト教保育にあるのであれば、園長

がキリスト者であること、定期的に聖書研究会が持たれていることはとても大切なことなのだろうと思います。先生方それ

ぞれの働きに見合った処遇となっていますように。理事会の皆さまのお働きにも感謝いたします。またお若い先生が経済的

不安を表明できる園の風土を尊敬します。先生方がたくさんの研修を受けて研鑽なさっていること、保育の質の高さ、また

それを維持する努力が広く内外に伝わるとよいと思います。 

 



ECEQ を実施し、公開保育を行い、自園の課題や疑問を見学者からフィードバックをもらい、保育の質の向

上につなげる。また、コーディネーターによる公開保育前と後の園内研修を通して、保育観を共有しながら、

学びを深め、実践につなげていく。 

・園庭の遊びの中で「砂・土」をテーマに子どもたちと探求しながら、遊びを深めていく。 

・屋上の畑の活動から、食育について考え、子どもたちとの調理活動の在り方を模索していく。 

・各学年の音楽活動（主に楽器）について再考し、子どもたちが無理なく取り組み、演奏する楽しさを味わ

い、興味関心を深める。 

・ビオトープや園庭の樹木のメンテナンスを定期的に行い、子どもたちの興味関心が深まるよう活性化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 

2026年度、重点的に取り組む目標・計画 

 

 

 

 

 

 
学校関係者評価委員会       2026 年 3 月 26 日（木）16 時 幼稚園ホールにて 

＜出席＞ 

飯島淳 市岡雅子 小田中修子 小野裕司 齋藤栄一 斎藤佑史 田中正憲 師岡美奈 柳下志延 

＜欠席＞東原順子   ＜書面＞ 池田亜由美 田口朝子 

 

・ひこばえ幼稚園の保育は、先生から与えていただくものももちろん多いですが、子ども達が自ら考え、自分のやりたい遊

びを選んで遊ぶという主体性を毎日の幼稚園生活の中で自然とさせていただいているところがすごく良いと思います。先生

方も、子どもたちと一緒に作っていくというふうな寄り添った考え方で接してくださるので、子どもたちのやりたい事をで

きる限り制限せずにのびのびと過ごせたのだと思います。 

・専門家によるワークショップや、科学、わらべ歌の会、ひこばえコンサートなど、幼稚園にいながらも子どもたちが興味

を引くような色々な活動や学び、鑑賞の機会があり、とても有意義な体験をさせていただきました。ぜひ今後も続けていっ

て欲しいです。 

・先生方同士の共有も素晴らしいと思います。どの先生も子どもたちの状況などを把握してくださっているという安心感が

常にあり、何かあった時にはその都度報告してくださるので、本当にありがたかったです。 

・預かり保育が拡充されていた時期ということもあり、最大 8時から 17時（現在は 18時）の預かり保育、また最大のネッ

クであった夏休みの保育もお願いすることができ、非常勤で働く身としては、とても有難く思っていました。親の都合に合

わせるよりも、ベストと考える環境で子どもが過ごす選択ができたこと、本当に良かったと思っています。ただ、私は望ん

で入園したので、預かり保育の料金がかかることは承知の上でしたが、月に約 1万円の預かり保育代とお弁当代、更に夏休

みは 2万円ほどになる預かり保育代に関しては、保育園ではかからない金額と思うと複雑な心境はありました。幼稚園では

なく保育園を選択するご家庭が増えた大きな要因と思います。今後区や都からの補助の拡充が望まれます。 

・保育内容に関しては、子どもたちのアイディア満載のこども会や食物を育てて収穫・食する体験、充実した内容のリトミ

ック、ビオトープの導入など、大変素晴らしい内容に感服いたしました。入園当初、息子はリトミックが苦手でしたが、無

理強いすることなくお支えいただき、年長最後の参観ではとても生き生きと参加する姿に、大きな成長を感じました。 

・運動に関しては、ドッチボールやサッカー、バスケットボール、お相撲など以前より可能な運動活動が多くなったように

感じ、とても有り難く思っていました。今後、運動することに積極的でないお子さんも楽しく参加できる運動活動が更に増

えるとより喜ばしいことと思います。 

・音楽活動に関しては、演奏会がとても良かったです。今後充実を図る予定と拝見しました。合奏などは集団活動ならでは

の活動ですし、ピアニカなど楽器の練習も保護者としては期待したいところと思います。 

 

 

 


